
第３回社会教育委員会議 会議録 

 
 
１．開催日時 令和８年３月１６日（月） １５：００～ 
２．開催場所 嘉麻市碓井支所２階 会議室４ 
３．公開又は非公開 公開 
４．非公開の理由（会議を非公開とした場合のみ） 
５．出席者 
 （１）委員 
    議長：平尾 みずえ、副議長：早友 忠敏 
       松岡 敏子、籾井 由里子 
    欠席：松岡 憲一、齊藤 瑞穂、大里 みずき 
 
 （２）執行機関 
   嘉麻市教育委員会 
   教育長 伊東 新治 

 生涯学習課 
   課長 末永 康洋  課長補佐 矢野 義博  課長補佐 松浦 宇哲 
   社会教育係長 平塚 賀一 
   社会教育係  岡野 陽介 

人権・同和教育係長 中野 聡子 
    
６．傍聴人数（会議を公開した場合のみ） 0 人 
７．議題及び審議の内容 
【次第】 
  １．開会のことば 
  ２．教育委員会あいさつ 
  ３．議題 
  （１） 令和７年度事業総括について 

（２） 令和８年度事業計画（案）について 
（３） その他 
４．閉会のことば 

 
８．議事録 
 （１）令和７年度事業総括について 



（事務局より説明） 
○ 議長 

事務局の説明について、何かご意見等ありましたらお願いします。 
（質疑なし） 
〇 議長 
 続いて人権・同和教育係から説明をお願いします。 
（事務局より説明） 
○ 議長 

事務局の説明について、何かご意見等ありましたらお願いします。 
（質疑なし） 
○ 議長 

それでは次の議題に移ります。（２）令和８年度事業計画（案）について事務局から説明
をお願いします。 
（事務局より説明） 
○ 議長 

事務局の説明について、何かご意見等ありましたらお願いします。 
○ 早友委員 

家庭教育支援事業の内容として、メディア啓発と家庭教育支援講座があるが、家庭教育支
援講座の 24 回の事業内訳はどのようなものか。この 24 回実施の年間スケジュールは立っ
ているのか。 
（事務局） 

年間スケジュールについては、担当者と協議しており予定を詰めている。基本的にはミニ
プレーパークを中心に令和７年度は実施しているが、教育アクションプランで定める目標は
達成できていない。第２回の会議で松岡委員からも指摘があったが、酷暑の時期に屋外での
事業実施は難しいことから、夏季は保護者に対する講座を市内施設等で家庭教育支援事業
講座を開催したいと考えている。 
〇 早友委員 

この会議が３月中旬に開催されているが、年間の事業スケジュールはいつ決定するのか。
そもそも３月の時点ですでに具体的な計画が立てられていないというのは問題ではないか。
計画がなければ進捗管理もできず、事業展開が遅れてしまうと目標達成が厳しくなるため、
その点は注意してもらいたい。 

社会教育委員の会議の中で今年生まれた子どもの出生数を何度か報告されており、嘉麻
市は出生数が少ないわけだが、その出生数を公表していくことが、かえってネガティブキャ
ンペーンになり、子育てしたいという考えに結びつかないのではないか。 

また、活動の場を外遊びにこだわり過ぎているのではないかと思う。屋内でできる事業を
検討してもいいのではないか。事業を実施することで、参加する子どもたちは自然にスマホ



から離れ、スマホよりも好きな時間を選択できる。そのことについては、ぜひ検討をお願い
したい。 

別の質問に移るが青少年対策事業に関して、今後の担い手のことを聞きたい。 
（事務局） 

少年補導委員の担い手不足については現在活動されている委員の高齢化が大きな課題と
なっており来年度も減る予定になっている。少年補導をしている趣旨を周知しつつ、関係機
関の警察署とも連携し、担い手が少ない中での展開の仕方を協議していきたい。 
〇 早友委員 

改めて家庭教育支援事業講座についての意見となるが、保護者と接触する機会として学校
の授業参観の後に時間を作ることが多く、授業参観後に講座をするから残ってくれとやって
いるが、残っている保護者はそもそもの意識が高い。むしろ授業参観に来ない人やその後の
講座に参加しない人への届け方が課題だと思う。難しい事であるとは思うが、そのような場
に来ない家庭に対して市は伝えたいことをどう伝えるのか。 
（事務局） 

とても難しい課題だと思っている。早友委員が言われるように、こちらで実施する啓発や
講座に参加される保護者は子育てに関する意識がそもそも高いと感じている。参加したこ
とがない家庭に対しての取組に直結しないかもしれないが、事前予約や準備、長時間の拘束
などの事業を展開するのではなく、ミニプレーパークなど出入り自由で予約も必要ないもの
に触れてもらい、子育て世代と行政との関係性を築きたいと考えている。こちらが展開する
事業の参加要件などを可能な限り緩和し、参加者に対する敷居を低くすることを念頭に置
いている。 
〇 早友委員 

例えば土曜日、日曜日が仕事の家庭や時間的に来られない場合もあると思う。実際に現場
に来て遊ぶのは難しいが、家庭教育支援に関する子育ての知識を提供するために動画を撮
って配信したらどうかと思うが。 
（事務局） 

他係で動画啓発を進めている事例もある。今は学校教育においてもタブレットやパソコ
ンなど身近に利用している。情報提供においては重要なコンテンツと思うが、見てもらうた
めに興味を引く素材が必要となるため協議していきたい。 
〇 議長 
 他に質問がなければ人権・同和教育係の説明に移ります。 
（事務局より説明） 
○ 議長 
 委員から何か質問はありますか。 
（質疑なし） 
○ 議長 



それではレジュメのその他に移ります。事務局より説明をお願いします。 
（事務局より説明） 
 任期満了に基づき、委員の改選を通知 
〇 議長 
 それではその他質問等なければ会議を終了したいと思います。これをもちまして令和７年
度第３回社会教育委員の会議を散開します、お疲れ様でした。 


